
 60 

■４．エジプト行政（NOUH）関係者へのオンラインレクチャー  

①趣旨と全体の流れ 

本事業は日本文化庁委託の事業であるために、エジプト側の国家機関との協力関係を示すことが、重

要な課題であった。「■1 事業概要 ③実際の事業推移 (１)協力関係」において、国立都市景観調和機

構との関係性はすでに指摘した。オンラインレクチャーについては、以前から親交のある国立都市景観

調和機構のハイジ・シャラビー博士が主導的な役割を果たし、彼女との合議の上で、日時の設定などを

行った。 

大きな目的は、今回の事業に対する日本側の思いを伝え、より持続的なプロジェクトへの継続を狙っ

たものであった。日本側からは以下の構成を提案した。まず日本に蓄積された中東の伝統的都市空間に

対する知見、その一つとして喫茶空間のあり方、日本の川越での保全実例、海外の歴史的建造物再利用

の実態、日本での住民参加の試み、前回のプロジェクトでの日埃学生共同作成の町の更新案の紹介と今

後の課題という 6 つの話題構成であった。当初は 2 つずつ（それぞれのタイトル；1 日目中東の空間特

質、2日目都市保全の実例、2日目住民参加に向けて）を 3日に分けて、あるいは 3つずつ（それぞれの

タイトル；1 日目中東と日本の空間特質、2 日目都市遺産の使い方）を 2 日でというスケジュールも考

えたが、平日の同機構所属の技術職員を対象とするために、むしろ 1 日で済ませてしまうことが良いと

いう結論に達した。 

 

それぞれの発表については、続く「②日本側専門家からの事例・情報」に当日の資料を掲載し、「③質

疑応答・意見交換」、および「⑤アンケート結果」を添付する。今回はオンラインのみの会合となったた

めに、前回のワークショップと比べると、ネット接続等の問題は生ずることはなかった。ただし zoomで

のオンラインということで、あまり活発な議論はできなかったことは残念であった。しかしながら、今

後もこのようなオンラインを続け、今度はエジプトの国立都市景観調和機構の事業を紹介したいという

意見は、明るい未来を感じさせるものであった。またサラー氏が、1月 8日 9日の住民ワークショップ

に触れて、スーク・シラーハ通りでは、地区開発に対する住民参加のモデル例となることを力説し、設

計に住民が参加し、住まいのニーズを満たす方向性で進めることを指摘した。   

Online lectures by Japanese through dialogue 
with NOUH in charge of Historic Cairo 

(NOUH; National Organization of Urban Harmony in Egypt)

“How can we regenerate and make use of our historic districts?”
21st Feb. 2022

11:30-11:40 Opening, by E. Muhammad Abou Sa'ada(or Dr. Heidi Shalaby) 
& E. Takeo Muraji
11:40-12:10 Historic districts in the Middle Eastern Cities; learning from 
the accumulation of time and space
Dr. Naoko Fukami, Director, JSPS Research Station, Cairo, Japan Society for 
the Promotion of Science
12:10-12:40 Urban public spaces for activities; streets and traditional cafes
Eng. Katsumi Shishido, Professor, Kagoshima Prefectural College
12:40-13:10 Activities for the preservation of Kawagoe's historic 
townscape and its modern use
Eng. Sumikazu Aramaki, Executive Director, Kura-no-kai (Association of 
Historic Storehouse)
13:10-13:20 Interval
13:20-13:50 Modern use of historical buildings for cafes, boutique hotels, 
etc. based on international practices
Eng. Tetsuo Isono, Senior Researcher, International Development Center of 
Japan
13:50-14:20 Mechanisms and examples of community participation in 
Japan, and their design of architecture
Eng. Takeo Muraji, Chairman, Japan Commission for Appropriate 
Architecture and the Built Environment,
14:20-14:50 The potential of Historic Cairo as seen through EJ student 
works in 2018 and advice for NOUH
By Dr. Shuji Funo, Professor, Japan University
14:50-15:00 Closing, by Dr. Heidi Shalaby and Prof. Salah Zaky
Each lecture will be 20 minutes with question and answer for 10 minutes.

https://us06web.zoom.us/j/84295619995?pwd=MkxmbG5aeCtnODRvSk16cE1XbU1vUT09
Meeting ID: 842 9561 9995Passcode: 585460

تنرتنلإا ربع نیینابای نیسدنھمل تارضاحم
.ةیخیراتلا ةرھاقلا نع لوؤسملا يراضحلا قیسنتلل يموقلا زاھجلا عم نواعتلاب

 "؟اھنم ةدافتسلااو ةیخیراتلا انقطانم دیدجت اننكمی فیك"

يراضحلا قیسنتلل يموقلا زاھجلا سیئر ةدعس وبأ دمحم سدنھملا :حاتتفلاا)11:30-11:40(
.يجارومویكات سدنھملاو )يبلش يدیاھ .د وأ(

  ةیخیراتلا تاربخلا نم ملعتلاوطسولأا قرشلا ندم يف ةیخیراتلا قطانملا )12:10–11:40(
.ناكملاو نامزلا ربع ةمكارتملا
.ةرھاقلا- مولعلا ریوطتل ةینابایلا ةیعمجلا ،JSPS ثاحبأ بتكم ةریدميماكوفوكوان ةروتكدلا
 .ةیدیلقتلا يھاقملاو عراوشلا ؛ةطشنلأل ةیرضح ةماع نكامأ)12:40–12:10(
.امیشوجاك ةظفاحمب ةیلكب ذاتسلأا ،ودیشیشيموستاك ذاتسلأا
 .ثیدحلا ھمادختساو يخیراتلا"ایوجاواك" ةنیدم ةیؤر ىلع ظافحلل ةطشنأ)13:10–12:40(
.)ةیخیراتلا تاعدوتسملا ةطبار(يئِاكون اروك يذیفنتلا ریدملا ،يـكامارأوزاكیموس سدنھملا

لصاف )13:10-13:20(

 ،ةریغصلا قدانفلاو تلاحملاو يھاقملل ةیخیراتلا ينابملل ثیدحلا مادختسلاا)13:20-13:50(
 .ةیلود جذامن ىلع ءًانب ،كلذ ىلإ امو
.نابایلا يف يلودلا ةیمنتلا زكرمب لوأ ثحاب ،ونوسیإ وأوستیت سدنھملا
 .ةیرامعملا اھتامیمصت جئاتنو ،نابایلا يف عمتجملا ةكراشمل جذامنو تایلآ)14:20–13:50(
.ةینبملا ةئیبلاو ةمئلاملا ةرامعلل ةینابایلا ةنجللا ةرادإ سلجم سیئر ،يجارومویكات .سدنھملا
 نیینابایلا بلاطلا لامعأ للاخ نم اھانیأر امك ةیخیراتلا ةرھاقلا تاناكمإ)14:50–14:20(
.يراضحلا قیسنتلل يموقلا زاھجلل ةھجوم ةروشم عم ،2018 يف نییرصملاو
.نابایلا ةعماجب ذاتسلأا-وُنوُفيجِوشُ روتكدلا

 يكز حلاص ذاتسلأاو يبلش يدیاھ ةروتكدلا:ماتخلا)15:00–14:50(

.ةلئسلأا نع ةباجلإل قئاقد10 ىلإ ةفاضلإاب ةقیقد20 ةرضاحم لك ةدم

https://us06web.zoom.us/j/84295619995?pwd=MkxmbG5aeCtnODRvSk16cE1XbU1vUT09
Meeting ID: 842 9561 9995Passcode: 585460
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 ここでは、ハイジ氏の英文レポートから、彼女の意見を抄録することとする。筆者の「中東都市にお

ける歴史地区とそこから学ぶこと/時間と空間の集積」で指摘するように、利用される用途や、サビール

（公共泉）やウィカーラ（商館）のように用途を失った建物も多くある。ヤカン邸（バイトヤカンを含

むイブラヒム・パシャ・ヤカンの邸宅を指す）は都市構造の中で大きな面積を占め、イスラーム時代特

有の内部に向かって建てられていた。歴史都市の開発は、その設立の時代からの地位と成長を凍結する

ものではなく、地域の人口の必要なニーズを提供しなければならないが、歴史地域の普遍的な価値を失

うことのないように留意する点は重要である。 

 宍戸氏の「都市における活動のための公共空間；街路と伝統的な喫茶店」という発表に対して、伝統

的喫茶店を分類し、しかも地域ごとに比較した例は、評価できる。またカイロの数多くの伝統的喫茶店

をその通りとの関係やモスクの関係で分析した点は、興味深い。都市保全への住民参加というテーマか

らは瑣末な点ながら、発表者が述べた伝統的コーヒー店は、むしろカイロ発祥ではなく、オスマン朝の

時代にトルコからもたらされたものであるとハイジ氏は指摘する。しかしながら、コーヒーの飲用はイ

エメンで始まり、最初の伝統的喫茶店は、16世紀初頭のアラブ圏（カイロが有力だが、ダマスクス、メ

ッカ説もある）にあったとすることが定説と言える。この質疑応答については、エジプト人の深い思い

込みの側面を感じた。 

 荒牧氏の「川越の歴史的建造物の保存に向けた取り組みについて/街並とその現代的活用」という発

表に対して、住民参加に対して市役所の役割が重要であることは見習うべきことである。また歴史や見

どころ、祝祭などを明らかにして、観光目的のパンフレット作成という点も、評価できる。若い世代の

人々が喜んで川越という古い街に住みたいという意識は、エジプトから考えると不思議だけれど、カイ

ロ旧市街でもこのような動きを創出させることに取り組みたい。 

 磯野氏の「カフェ、ブティックホテルなど、歴史的建造物の現代的な利用法」については、さまざま

な国での歴史的建築の活用から、学ぶことも多いが、住民の賛同を得たものなのかという点が気にかか

った。ルクソールの新クルナ村では、世界遺産地区内において、建築家ハサン・ファタヒが設計したモ

スク、市場、劇場、住宅などが今でも使われており、国立都市景観調和機構ではその保全に携わってい

る。この事例は、エジプトでのモデルケースとなると考えている。 

 連氏の「日本の住民参加のまちづくりの仕組・事例―建築の参加のデザイン事例」については、国の

法律（都市計画法、建築基準法、景観法などの全国一律の法律）のもとに地方条例が位置づけられるこ

とが印象にのこり、より小さな地方自治体が決める政令があり、各地域の個性が生かされるというシス

テムが築かれ、市民参加が重要なので各都市で独自の計画法がつくられているという点に、感化された。

都市計画の策定に住民が参加し、その上でまちづくりや創造のビジョンを議論し、それをもとに地域が

行動することは素晴らしいことで、住民一人では難しい点を建築家など専門家によるサポート体制が整

っていることも見習いたい。 

 布野氏の「学生ワークから見るヒストリックカイロの可能性（2018年作品）と NOUHへのアドバイス」

については、地域の住民、政府当局、ユネスコなど異なるステークホルダーが日常的に地域の将来につ

いて議論できる持続的なプラットフォームやコミュニティ開発センターなどの組織を設立する方法は、

現在のカイロ旧市街に非常に有用な提案である。サラー氏から、ハンマーム・バシュタークの再開発に

ついての、住民もまさに美容センターなどを求めていることが指摘され、観光客を誘致するために通り

を通行止めにするというアイデアも支持された点には同意する。これらの提案を日本と協力する形で進

めていきたい。そうすることによって、スーク・シラーハの通りの価値が高まり、住環境もグレードア

ップすることが望まれる。 
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プログラム  
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②日本側専門家からの事例・情報 

    

１．中東都市における歴史地区とそこから学ぶこと／時間と空間の集積（深見奈緒子） 

 

私は、イスラーム、特に中東、インド、中央アジアなどのイスラーム建築と都市の歴史を研究しています。 

今日は、中東の歴史的街区を保全するために、今までの歴史的蓄積から学べる点についてお話ししたいと思

います。歴史都市カイロの魅力は、歴

史的建造物がよく残っていることに加

えて、複雑な街路網が、建物の新陳

代謝はあっても概ねその形を維持して

いるところにあります。 

右図は、赤い部分がエジプト誌に記

載された古地図で、黒い部分がニコラ

スワーナーの現代地図ですが、多くの

部分が一致しています。 

 右の写真は、スーク・シラーハ通りの

バイトヤカン前の光景と、イルゲイ・ユ

ーズフィー・モスクを見たところで、とも

に 19 世紀末の写真です通りの太さが

一定でなく、そこかしこにポケット

のような空間や出窓の日陰を作って

いることがわかると思います。また、

ファサードが出窓や持ち送りを用い

て、変化の中に統一を作り出してい

ることもその魅力の一つです。 

今では、高い建物など変化はあり

ますが、道はそのままです。また、歴

史的な建物は維持されています。 

下図右から2番目のサラー教授が関与したプロジェクトでは、昔の雰囲気が戻ってきています。また、

下右端のサビール・クッターブ・コーカリアーンでは修復によって随分美しくなりました。 

全てを昔に戻すことは無謀なことですが、このような遺産を維持しながら現代生活に合わせてさらに

魅力的な街にしていく方法を考えることが、私達の仕事だと思っています。 
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エジプト、アラブの人々に、東方の島国日本からきた

私が、イスラーム建築の魅力をお話しするのは場違い

かもしれません。今回のお話では、どのようにして右図

のような不思議で魅力的な都市が作られ、どのように

維持されてきたのかをお話しすることで、今後の歴史

都市保全政策のヒントになればと考えています。 

どのようにしてこうした形態が生まれてきたかという点を

お話しします。初期イスラーム時代には、征服都市すなわち既存の都市をアラブ軍が征服してそのまま用いる

場合と軍営都市があります。ダマスクスやアレッポのようなグリッド都市や、アフラシアブやレイのような非定型

都市もありました。ところが、アラブ軍が作った軍営都市は整形な都市が多かったようです。 

 10 世紀頃までは、バグダード、カーヒラ、マディーナザフラーなど宮殿都市は、一般市民の住む市街とは別

に、統治機能を担い帝国の表象となりました。これらとは別に一般市民が住む非定型な都市が共存しました。 

Aqaba in Jordan

Anjar in LebanonAfrasiab, pre Islamic to 13c.

Damascus, Roman period Early Islamic Misr by Hillenbrand Early Islamic small city

Palatial city

Baghdad, round citadel and surrounding city Cordoba and Madina al-Zahra Fustat and Qahirah
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11 世紀以後になると下図にあげたような非定型都市の傾向が強まりますこの状況は 20 世紀初頭にいたる

まで持続し、継続性という歴史的蓄積がこのような一見有機的にみえる都市を熟成させたことになります。 

 

旧市街を読み解くための簡便な観点として、以下の５つを指摘したいと思います。 

①宗教的中心と市場 

②主要街路 

③市門と市壁 

④居住区域としての街区とその公共施設 

⑤稠密居住を達成するための中庭住居と袋小路 

それに加えて、為政者の拠点が中心から離れたところにあり、彼らは水事業や宗教的寄進をすることによっ

て都市に間接的に関わってきたという点が挙げられます。 

Herat, historic area and citadel Delhi, in the early 19th century

San’a, in the 20th century Tunis in the late of 19th century Aleppo, city core of historic area

Cairo in 1938

Religious center
Market

Main street City wall and city gate Quarter(hara) as 
residential areas and 
their public facilities

Courtyard 
dwellings and 
cul-de-sacs to 
achieve tight 
living 
quarters

Bases of sovereign (palace;residences) → tend to be away from city centres

Political projects → water projects, religious donations
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安定性を維持するための構造とは、乾燥地域と

いう地理的環境と中世から近世という歴史的環境

を基盤に育ったものです。そこでは、ムスリムの統

治者の元でイスラーム法による、土地所有システ

ム、ワクフシステムが機能していて、モスクやマド

ラサなどの宗教施設とハンマームやウィカーラなど

の世俗施設を同梱し、拠点的な開発がなされまし

た。それを可能としたのは都市の支配者が遊牧系

の出自であって、ハーラや工人集団、スーフィーコ

ミュニティなどに属する街区住民の自治が図られ

ていたからではないでしょうか？ 

先ほども申しましたように、全てを過去に戻した

いというわけではありません。過去の文明が築い

た遺産を、できるだけ活用しながら、その利点を次

世代に伝えていくことが、重要です。と同時に、今

後連続講義で話に登りますが、過去の文明が築

いた遺産をきちんと管理運営することによる経済

効果も見込まれます。 

 今までお話ししたシステムの中で、ワクフシステ

ムにおける宗教建築と世俗建築をつなげて考え、

そこから上がる収益を地域維持に使い、公共の誰

もがアクセスできる施設を充実させるという点は大

いに利用できる側面です。 

下図は、ダルブ・アフマルの歴史的建造物をプロ

ットしたものですが、こうした建造物が相互に経済

的関係性を持ちながら、住民のサービス、あるいは旧市街観光に役立てていくシナリオが求められています。 

安定性を維持するための構造
u乾燥地域という地理的環境
u中世から近世という歴史的環境

pイスラーム法

Ø⼟地所有システム
・不動産は神の所有、使⽤権が個⼈に属する
・相続によって均等分割、⼟地使⽤権と建物
使⽤権は別
・細分化する所有

Øワクフシステム
・公的建造物を喜捨によって維持
・所有権の移動を停⽌する
・相続による分割を防ぐ

→宗教施設とワクフ財を同梱した都市の拠点開発

ü都市の⽀配者が遊牧系の出⾃
街区住⺠の⾃治

Structures to maintain the stability of the city

◆The geographical environment of the arid region
◆The historical environment of the medieval and early 
modern periods

q Islamic law

Ø Land ownership system
・Real estate is owned by God, usufruct belongs 
to the individual
・Equal division by inheritance, land use rights 
separate from building use rights
・Subdivision of ownership

Ø Waqf system
・Public buildings are maintained by donations
・Stop the transfer of ownership
・Prevent division by inheritance

→Development of urban centers with religious buildings 
and waqf goods

ü Nomadic origin of the ruler of the city
Autonomy of the inhabitants of the city

Urban 
heritage

Management 
and 
administration 

High quality 
residential area 
Economic benefits

Urban 
Heritage

Gover
nment

Outsider

Resid
ents

Special
ist

Making the most of your heritage

Knowledge from past matching modern life
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もう一つ、快適な居住

環境を維持するためのコ

ミュニティのための街区

（ハーラ）や袋小路などは、

今後の歴史都市保全に

役立つ点ではないかと思

います。一番上の図はガ

マレイヤの大きな袋小路

を、1938 年の地図に落と

したものですが、袋小路

の中にも小さな塊がある

ことがわかります。 

袋小路だけではなく、

通り抜け街路にもコミュニ

ティがあります。上から２

番目・左のナポレオン地

図に表された街路名を、

中央の 1938 年の地図に

たどることができます。中

央の地図の白抜き部分

は 1938 年の地図に両側

の道路番地が記入してあ

るものです。中央地図の

真ん中下の白抜き部分は、

イブラヒム・パシャ・ヤカン

の住宅ですが、こうした広

大な住宅はプライベート

な部分だけではなく、パブ

リックな役割をも果たして

いました。それをまさに実

行しているのは、左のア

ラー教授のバイト・ヤカン

ということができるでしょう。 

細かな点になりますが、  

街路の歪みや歴史的建

築の凹凸によって生じる小さな広場も、未来への活用性を秘めているように思います。一番下の図に示した小

さな広場は、人々の集まるスペースになって、今でもアフワや金曜礼拝などに使われることもあります。 

最後に、歴史的カイロには、大きな問題も山積しています。自動車交通、建物高さ、ゴミ問題、安全性の確保、

インフラの整備、貧困居住区などなど。こうした問題点を解決しながら、世界に誇れる歴史都市カイロの遺産と

ともに居住する道筋を作っていけることを希望します。 

0     25     50     75      100m
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   ２．都市における活動のための公共空間；街路と伝統的な喫茶店（宍戸克実） 

 

こんにちは皆さん。私の名前は宍

戸克実です。日本のカレッジで建築

を教えています。大学生の時にトル

コに留学して、伝統的なアフワに興

味を持ちました。今日は、日本人の

私が、エジプト人のみなさんへ、カ

イロのアフワについてプレゼンテ

ーションすることに挑戦します。 

皆さん、カイロのアフワに、どん

なイメージを持っていますか？良

いイメージもあれば、悪いイメー

ジもあるかもしれません。でも、ア

フワはとても不思議な場所だと思

います。 

アフワは、家でもなければ、仕事

場でもありません。でもアフワで

は、家のようにくつろぐし、仕事の

話をすることもあります。アフワ

はまるで、街の中にある、家のリビ

ングや客間、仕事場のような場所

だと思います。 

まず、カイロのアフワの話をす

る前に、他の国の伝統的なアフワ

を紹介します。 

右の地図に示された国の都市の

アフワです。もちろん、カイロに

も、これらの国々にもスターバッ

クスのような現代的なアフワはた

くさんあります。今回は、伝統的で

庶民的なアフワだけを紹介しま

す。 

右図はトルコのアフワです。イ

スタンブルもカイロと同じよう

に、アフワの歴史はとても古いで

す。やはり、たくさんのアフワがあ

ります。イスタンブルの冬は寒く

て雨も降るので、店内に客席がた

くさんあります。 

はじめに

アフワのイメージ

イスタンブル

地図
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右図は、シリ

アとイランで

す。カイロと同

じようにシー

シャを吸って

いるのが見え

ます。アフワの

数は、カイロや

イスタンブル

ほど多くはあ

りません。 

右図は、タ

ンザニアとケ

ニアです。街

の 至 る 所 に

Baraza という

マスタバ（ベ

ンチ）のよう

なものがある

の が 特 徴 で

す。アフワは

この街路や広

場のマスタバ

を使って営業

しています。 

右図はイン

ドのです。イ

ンドのアフワ

は、ほとんど

が露店タイプ

です。露店の

周りに座ると

ころがないの

で、立って飲

みます。でも

私は、カイロ

のアフワのよ

うに、座って

お茶を飲むの

が好きです。 

Zanzibar

Zanzibar

デリー
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 現在、ヨーロッパにも、アメリ

カにも、日本にも、世界中にアフ

ワがあります。現代的なアフワ

も、伝統的なアフワも、それぞれ

の地域の特徴があります。しか

し、アフワの起源は、ここ、アラ

ブです。カイロのアフワは、世界

で最も古い歴史があります。そ

して、現在でも、カイロ旧市街に

は、伝統的で庶民的なアフワが

たくさんあります。ちなみに、

アラビア語ではマクハー、カフ

ワと呼ぶこともありますが、エ

ジプトではアフワが一般的で

す。トルコ語ではカフヴェ、カ

フヴェハーネと呼ばれます。19

世紀のレーンの絵には、石造の

マスタバの上に座ってシーシャ

を吸い、室内でコーヒーを淹れ

るアフワが描かれています。 

アフワの形式は、大きく３種

類に分けることができます。 

まず、上から 2番目の図が、

一つめの形式です。店内に客席

があって、外にも客席があるの

が、一般タイプのアフワです。

Souq Silahにもこのタイプがた

くさんあります。 

次に上から 3番目の写真がス

トリート形式です。店内に客席

がなく、客席は街路や広場など

の屋外にしかありません。とて

も開放的で、私のような外国人

や観光客でも座りやすいアフワ

です。 

 最後に、一番下の図は、デリ

バリー形式のアフワです。建物

の隙間に店を構え、客席もあり

ません。配達が専門なので、と

ても小さなアフワです。 

歴史

アフワの分類：概要
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では、次に、カイロ旧市街全体のアフワを紹介していきます。こちらは、カイロ全体の地図です。 

赤い枠が、旧市街のイスラーム地区です。水色の枠が、ダルブアフマルです。私たちは、この赤い枠

の中のアフワを数えました。 

 

その結果が、こちらです。地図の向きが変わりました。全部で約 360 件ありました。 

おそらく、世界で最もアフワが多い都市だと思います。色の着いた四角は 50m×50mの大きさです。アフ

ワの密度を色で示しています。 

濃いオレンジ色の四角の中には３件のアフワがあります。薄いオレンジ色の四角の中には２件、黄色

の四角の中には１件、のアフワがあります。 

カイロ旧市街のアフワ全体

カイロ旧市街のアフワ全体
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こちらの地図は、モスクに直径 100m の円を書きました。このモスクの円に含まれるアフワがどれく

らいあるのか、調べました。赤で囲った範囲が、ダルブアフマルです。 

この範囲の中では、67パーセントのアフワが、モスクの近くにあることがわかりました。モスクの場

所は、街の大切な場所です。街の大切な場所には、アフワがあるということを示しています。 

では、次にこちらの地図を見てください。カイロ旧市街の歴史的に重要な街路を、幅 100mの範囲で囲

みました。歴史的に重要な街路には、Souq Silahストリートも含まれています。この範囲に、どれくら

いのアフワがあるか調べました。 

82パーセントのアフワが、重要な街路に立地している、ということがわかりました。アフワは、歴史

的に重要な街路にあって、さらに、モスクやスークと結びついていることがわかります。人々、物や商

品、情報、が行き交う場所、そして、宗教的に重要な場所、街の大切な場所にアフワがあります。 

主要街路とアフワの⽴地

モスクとアフワの⽴地
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では次に、アフワがたくさんある

のは、どんな場所なのか見てみまし

ょう。特に注目した場所がこちらで

す。これらは小さな広場になってい

る場所です。 

 上から 2 番目の図が、一番上の地

図の広場を拡大した地図です。黄色

が広場、赤がアフワ、青が店舗、緑が

モスクや霊廟です。黄色の広場は、街

路が交差していたり、街路の一部が

広くなっている場所にあります。また、モスクや霊廟、ハンマーム、サビールクッターブのような、歴

史的建築物の周りにある不整形な小空間も、黄色い広場の一部になっています。 

ダルブアフマルの広場は、街路やスーク、歴史的建造物と一体的な空間構成になっています。そん

な場所に、アフワがあり、広場にアフワの椅子が並んでいます。こうした場所をもっと整備すれば、

街全体がよくなるかもしれません。 

では一番下の図

で、Souq Silahの

広場を見てみまし

ょう。ここは、街

路が交差してい

て、複雑な広場を

形成しています。

モスクだった場所

やハンマーム、サ

ビールクッターブ

もあって、その周

辺の小空間も広場

の一部になってい

ます。街路は車が

通りますが、こう

した小空間は安全

なので、アフワが

あり、屋外に客席

が並んでいます。

こうした広場が、

家のリビングや客

間のような場所に

なれば、街はもっ

と良くなると思い

ます。 

ダルブアフマルでの⽴地

ダルブアフマルの広場とアフワ
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では最後に、トルコのイスタンブル旧

市街にある、カドゥンラル・パザルとい

う地区の事例を紹介します。この地区は、

トルコの南東部のシールトという街の

出身者が多く暮らしています。南東部出

身者が集まるアフワがたくさんありま

す。南東部の食材店やレストランもたく

さんあります。 

私がトルコにいた約 20 年前は、あま

り整備されていない地区で、観光客はい

ませんでした。 

しかし、行政が地区の魅力に気がつき、

環境の改善に取り組みました。違法建築

を撤去して緑地を整備し、道路を広場に

しました。アフワやレストランの屋外客

席を、広場に置けるようにしました。車

の通行を制限し、広場を作ることで、買

い物客や観光客がたくさん訪れるように

なりました。 

 20 年前は、モスクの前は混雑した道路

でした。ここも車の通らない広場になっ

たので、モスクの前で人々が会話を楽し

んでいます。この地区には、地域住民が

使うハンマームもあります。現在は改修

工事中ですが、このハンマームが地域の

新しいシンボルになる予定です。現在こ

の地区は、地域住民も暮らしやすく、買

い物客や観光客もくる、魅力的な場所に

なっています。 

今でもアフワはたくさんあって、南東

部出身者が集う場所になっています。ア

フワは普通の風景ですが、街にとって、

地域住民にとって、とても大切な場所で

す。Souq Silahも、女性や子供も暮らし

やすく、歩きやすい街になれば、観光客

も来たくなると思います。Souq Silahが

そんな街になることを、私は願っていま

す。 

私の発表はこれで終わりです。ありが

とうございました 

イスタンブルの事例：場所

イスタンブルの事例：歩⾏者優先

イスタンブルの事例：モスク・ハマム

まとめ
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３．川越の歴史的建造物の保存に向けた取り組みについて／街並とその現代的活用（荒牧澄多） 

 

市民が主体的に関わって歴史的資産を活かしたまちづ

くりを進めている日本の川越の町について報告します。左

奥に、日本のシンボルである富士山が見えています。手前

の低い屋並が伝統的建造物群保存地区です。中央に、川越

のシンボルである時の鐘が見えます。時の鐘は、時計がな

い時代、川越の町に時刻を知らせた鐘を突くために建てら

れた鐘楼です 

日本には、国の文化財保護法によって守り伝えられている伝統的な町並み保存地区が、現在 126地区

あります。下左図は、その位置を示したもので、川越は、日本の首都である東京にもっとも近い場所に

ある保存地区です。 

下図は東京との関係を示しています。都心

から、さまざまな交通機関を使って約 1 時間

の距離にあります。また、高速道路からのア

クセスもよく 成田空港や羽田空港などの国際空

港からも 2 時間程度の距離にあります。都市の規

模は左上の表をご覧ください。面積は約 109平方

キロメートル。人口は約 35万人です。 

住⺠が主体的に活動する
歴史的資産を活かしたまちづくり

川越市の事例

NPO川越蔵の会荒牧 澄
多

カイロ ワーク

20220109

東京

台湾

九州

北海道

川越

沖縄

京都

日本における重要伝統的建造物群保存地区の分布

韓国

札幌
九州

福岡

全国伝統的建造物群保存地区協議会
ホームページより

中央自動車道

圏
央
道

関
越
自
動
車
道

常
磐
自
動
車
道

東京
TOKYO

羽田
HANEDA

川越市
KAWAGOE

埼⽟県
SAIYAMA Pref，

東京外環自動車道

新宿

東
北
自
動
車
道

川越市の位置と概要

川越市

市制施行 1922年（大正11年）
1955年（昭和30年） 1市9村合併

面 積 109.13 k㎡

人 口 353, 235人 (2022年1月1日)

世 帯 数 164,005世帯 (2022年1月1日)

新木場

至横浜

常
磐
線

主要な鉄道

高速自動車道路

圏 央 道

成⽥
NARITA

Railwey
Highway

東
武
東
上
線

西武新宿線

JR川越線

約1km

川越駅．

本川越駅

喜多院

市役所

中心商業地区

業務地区

博物館･美術館

歴史的地区

現代的地区

鉄道 Railways川越市都市計画図に加筆

安永年間(1772～1780）
松平大和守家時代

川越御家中古新屋敷図

川越城

喜多院

Preservation District 伝統的建造物群保存地区

菓子屋横丁

川越城本丸御殿
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川越の中心市街地を見てみましょう（前頁下図）。左側は 18 世紀後半の地図、右側は現代の地図です。

右側地図で、町の北側地区が歴史的エリア。南側地区が現代的エリアになっています。鉄道の駅ができ

た南側が近代になって大きく変わり、武家地から商業地に変わったほかは、商業地や住宅地などの土地

の使い方は、近世の都市が基盤となっています。伝統的建造物群保存地区は赤いエリアになります。 

それでは、伝統的な町並み以外の歴史的資源を見てみましょう（上図）。喜多院や東照宮という近世の

江戸幕府（徳川家）ゆかりのお寺や神社。ともに国指定の重要文化財です。氷川神社は、中央の写真の

祭礼の中心となる神社です。ちなみにこの山車は、私の住んでいる自治会の所有です。右下の写真に見

えるようなお城の御殿建築も残っています。右上の写真の菓子屋横丁は、町並み保存地区に隣接する、

子供向けの昔ながらのお菓子を売るお店が、集まっている小路です。川越祭りは、ユネスコの無形文化

遺産に登録されています。この祭りは、川越最大の祭りで、町の人や職人、近隣農村部の方など、近世

の川越の経済圏の縮図ともなっています。コロナ禍前は、祭礼の二日間に約 100万人の見物客が訪れて

いました。 

菓子屋横丁

喜多院

歴史的資源

東照宮

氷川神社

重要⽂化財

市立美術館（奥）
と博物館（手前）

重要⽂化財

川越城本丸御殿（1848）

川越氷川祭りの山車行事
UNESCO無形文化遺産

埼⽟県指定⽂化財

埼⽟県指定⽂化財

クレアモール 商店街背後のマンション群

現代都市川越

西武新宿線本川越駅 （1991竣工）

再開発ビル
１９９０竣工

川越駅東口
JR川越線・東武東上線

ウェスタ川越

⺠間資⾦による商業施設

⾏政施設 ホール
川越駅西口
JR川越線・東
武東上線

撮影 川越市
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一方、鉄道駅のある南側の市街地エリアはというと、ごらんの通り（前頁下図）、高層のビルが立ち並

ぶ、現代都市です。中央上の写真の商店街は、コロナ禍以前に撮ったためマスクはしていませんが、今

も人出は変わっていません。地方都市の中でも最も栄えている商店街です。この地区では、今も高層住

宅の建設が続いています。 

今のまちづくり

につながる歴史を

簡単にご紹介しま

しょう。1457 年にお

城が築かれます。背

景の写真ですが、19

世紀半ばに建て替

えられた川越城の

本丸御殿です。1638

年に大火があり、何

枚か前のスライド

（75頁下右図）でお

見せした町の都市計画の基礎がつくられます。そして 1893年の大火で、今の町並み景観が生まれます。 

下図の左側は、1881年の地図です。右側は、現代のものです。赤いエリアが火事で焼けてしまいます。

当時の川越の町の全戸数の 40％弱が焼失しました。しかし、中心商店街の面積からするとその 60％近

く焼失したのではないでしょうか。この大火の後に復興した町並みが保存地区になります。青線で囲ん

だ部分です。 

ひ迅速図 明治14年（1881）
国土地理院

川越駅

川越市駅

本川越駅

本
川
越
駅

川
越
市
駅

川
越
駅

博物館 博物館
市役所市役所

川越大火

川越大火 約1km

伝建地区
伝建地区

まちづくりの歴史 初期運動から単体保存へ

1893年 明治26年の川越⼤⽕
蔵造りの町並みの成⽴

1975年 伝統的建造物群保存地区保存対策調査

1971年 ⼤沢家住宅重要⽂化財指定

1638年 寛永15年の⼤⽕
松平伊⾖守信綱の町割り ⼗カ町4⾨前郷分町

1973年 ⻘年会議所の活動
1974年 「歴史的街区保存計画」 ⽇本建築学会関東⽀部

1981年 蔵造り商家 市指定⽂化財に
当初16件→25件（住宅系のみ）
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1893年の大火から数年たった川越の町並みです。

「蔵造りの町並み」と言われています。この蔵造り

という建築様式は、木の軸組構造の上に、何回も泥

を塗り重ねて作ります。1923年の関東大震災より

前の東京は、このような建築がたくさん建ってい

ましたが、地震とその後の火事、そして戦争によっ

てすべて失われてしましました。川越には、日本の

首都東京の歴史的景観を残す町としても有名です。 

さて時代は下りまして。1971年

に 1794 年に建築された大沢家住

宅が国の重要文化財に指定されま

す。川越の人にとって、身近すぎ

てその価値がわからなった「蔵造

り」が国の文化財として指定され

たことによって、その価値に気づ

くことになります。1973 年には、

外部の専門家たちからの示唆もあ

りましたが、川越青年会議所が、

蔵造りの町並みの保存方法を考え

ます 1974年には、日本建築学会が

川越の歴史的な町並み保存についてのアイディア設計競技会を開催します。1975 年には国の補助金をう

けて、町並み保存に関する調査を行います。しかし住民の賛同を得ることができなかったので、保存地

区にはなりませんでした。1981年には、町並み保存地区にできなかったので、川越市が独自に文化財に

指定し守るようになりました。 

川越のまちづくりが市民が主体となっていく過程をみてみましょう。1983年に蔵造りの街並みが残る

地域の若手商店主や、蔵造

りの町並みに関心を寄せる

広範囲な市民、そして専門

家が「川越蔵の会」を結成し

ます。そこでは、住民が主体

となったまちづくりを標榜

にかかげ、市民と専門家が

一体となって自主的にワー

クショップを始めます。そ

こで議論されたことを、ワ

ークショップに参加した商

店主たちは、商店街に持ち帰り、国の補助を受けながら、商店街にふさわしい方策を検討していきます。

そこで生まれたのが、自分たちで町並みをコントロールする組織「町並み委員会」とまちをよくしてい

くためにルールである「まちづくり規範」です内容は後でご紹介します。ここから、歴史的資産を活か

した住民主体のまちづくりが本格的始まります。 

まちづくりの歴史
まちづくり運動転換期（保存から活⽤へ）

1983年 川越蔵の会発足（2002年NPO法人化）

１、住民が主体となったまちづくり
２、北部商店街活性化による景観保存
３、町並み保存のための財団形成

1986年 川越一番街活性化モデル事業調査報告書
（コミュニティマート構想）

一番街商店街による歴史的町並みを活かした商店街再生構想

87年 一番街商店街町並み委員会発足

88年 一番街町づくり規範制定

自主的ワーク
ショップ

歴史を活か
したまちづ
くりの開始

1999年 都市計画道路の変更と
伝統的建造物群保存地区の都市計画決定 7.8ha
及び重要伝統的建造物群保存地区に選定される

まちづくりの歴史 町づくり運動の熟成

1997年 住民組織が伝建地区要望書を市へ提出

2016年 川越市歴史的建築物の保存及び活用に関する条例

2014年 川越市景観計画施行 川越市都市景観条例新規制定

2011年 川越市歴史的風致維持向上計画認定

2004年 十カ町地区都市景観形成地域指定

2009年 一方通行社会実験

1989年 川越市都市景観条例施行

1991年 歴史的地区環境整備街路事業整備開始

1992年 一番街電線地中化完成

1992年 行政による都市計画変更案の提示
自治会の

総反発

1900頃

1893年の
大火後の
蔵造りの
町並み
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これに呼応するように、川越市役所もいくつかの方策を導入します。町の景観を守る条例をつくり。

細街路の路面整備をします。日本の町では、道路の上空に多くの電線が張り巡らされていますが、それ

らを道路の下に埋めました。町がきれいになるにつれ、多くのお客さんが来るようになりました。そこ

で市役所は、町並みを守る方策を住民に提示したのです。しかし、住んでいる方々から反発を受けまし

た。その理由は、一つには、市役所からの一方的な提示であり、住んでいる人の意見が反映されていな

いというもの。もう一つは、お客さんが来るようになって商売をしている人はいいのですが、商店の金

儲けのために町を守るのはおかしいというものです市役所は、自分たちの提案を撤回することになりま

した。 

市役所の提案を撤回させた住民

ですが、このままでは、自分たちが

住み続けたい町にならないと考え

た住民がいました。そこで、地域の

基本的なコミュニティである自治

会の方々が、まちづくりを勉強する

組織を作ります。十カ町会です。当

初 11 の自治会、のちに 12 の自治

会の集まりになります。そこで、町

を再認識することから始まり、どう

すれば、歴史を感じながら住み続け

られるまちができるかを議論して

いきます。 

その結果、自分たちの町で一番大

事にし、後世に伝えていかなくてはならない地域を国の保存地区にして、その周辺は、川越市の方策を

取り入れた緩やかなまちづくりをしようということになりました。その後、歴史的町並みの中心部は、

国の町並み保存地区になり、周辺部は歴史を生かしながらも緩やかな規制がされている地区となりまし

た。この地区のメインストリートは、車と人が複雑に交錯する道です。まるでスークシラーハみたいに。

あまりにもあぶないので、自動車を一方通行にする実験も行いました。しかし、住民の合意を得られず、

まだ、実現していません。その後、川越市は、歴史的町並みを維持していくためにいくつもの方策を導

入しつつ、今に至っています。 

では、先ほどお話に出てきた「町

並み委員会」について説明いたし

ます構成メンバーは、商店街や自

治会などの地域に住んだり、商い

をしている方々の代表。次に、専門

家。大学の先生や都市計画コンサ

ルタンツなど、都市計画や建築の

歴史の研究者です。そして、行政は

基本的にはオブザーバーとして、

保存地区の建築行為を許可する時

まちづくりの歴史
⼗カ町会の住⺠⾃⾝による合意形成
93～97年 十カ町会ワーク第1弾

02～04年 十カ町会ワーク第2弾

伝建地区指定へ向けて合意形成

景観形成地域指定へ向けて合意形成

構成 1 商店街、自治会などの地域の方々(主催者）

2 研究者、専門家

（都市計画や建築史の研究者、 まちづくりコンサル）

3 行政（都市景観課、商工振興課）オブザーバー参加

4 商工会議所 NPO法人川越蔵の会(デザイン部会が中心＝地元建築家）

町並み委員会

活動 原則月1回

伝建地区の住民による自主的な事前審査機関としての役割を担う

伝統的建造物群保存地区内のまちづくり検討機関
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の有力な判断材料にします。最後に、商工会議所やま

ちづくり市民団体である「川越蔵の会」のメンバーで

す。この会は、保存地区内の行為に市役所が許認可す

る前の、住民自身による審査機関となっています。こ

こでの決定は、強制力はありませんが、許認可権限を

もっている市役所では、もっとも重要な参考意見と

しています。また、コミュニティとしての強制力が無

言のうちに働いているような

気がします。 

右上図のような関係です。 

続いて町を作っていくため

のルール「まちづくり規範」に

ついてお話しましょう。この町

で、長い歴史の中で培われてき

た住まい方のルールを簡単な

箇条書きで表現し、それを現代

社会に応用することによって

住み続けられる町を作ること

を目的にしています。理念として 外観だけではない規制のありかた。数値制限ではなく望ましい姿の

提示。ここの地区だけでなく都市全体の在り方のから考える。そして、構成として、道路に面する個々

の建物整備に始まる街路空間の整備。一宅地の整備。街区の整備。というように、いくつかのレベルで

の提案をしています。ここで重要なのは、担い手が、こ

のルールの策定にかかわり、担いてが納得し、担い手が

使いこなせる内容になっていることです。当然のことな

がら、この策定には専門家の関与が欠かせませんでした

が。商店街が、自ら自分たちの商店街づくりを目指して

作ったルールです。 

ルールの代表的なものとして 4間・4間・4間のルー

ルがあります。1間とは日本の伝統的な長さの単位であ

る約 1.8ｍ。従って 4間は約7.2

ｍになります。間口が狭く奥行

きが長い日本の伝統的な商家

の敷地はこの図のように使わ

れることが多くあります。1軒

1軒のゾーニングが連続するこ

とで街区内に中庭の連続が生

まれます。街区内のグリーンベ

ルトです。これが通風や採光と

いった個々の住宅の環境を守

る空間へと変わります。 

町づくり規範

③ 個々の建物に対するデザインから地区の都市としての位置付けま

で考える。

① 町並みの規制は、ファサードデザイン にとどまるべきではない。

② 単なる規制、制限にとどめるべきではなく、望ましい形態を示す。

① 狭義のデザインコードとしての建物の連続からなる街路空間の整備

② 一宅地に対する住環境保全の為のミクロゾーニング

③ 活性化の為の街区再編という３段階。

全67項目

都市としての位置づけから看板まで

長い歴史の中で培われてきた住まい方のルールを簡単な箇
条書きで表現し、それを現代社会に応用することによって、
歴史を生かした住み続けられる町をつくる。

構成は次の３段階からなる

理念は次の３段階からなる

町づくり規範の代表的な項⽬
4間・4間・4間のルール

店

住居

庭

土蔵・離れ

４間

住棟離れ土蔵 店

４間

中庭 道路

４間

写真は川越市立博物館蔵模型

7.2m×7.2m×7.2mのルール

7.2m 7.2m 7.2m

（1間≒1.8ｍ）
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町並みは生き物です。川越の町並み景観の変化をみてみましょう。今から 44年前は看板で古い建物

を隠していました。伝統的な建物は、古臭く汚らしいと思われていました。その 10 年後、市の文化財

に指定された時にとりあえず看板を塗り直しました。そして看板を外し、建物を昔の姿に戻しまし

た。しかし店舗内装は歴史的な重みを感じられる現代店舗にしています。そして電線を地中化し、さ

らに街路灯を新しくするとともに歩道部分を石畳にしました。川越では歴史的な町並みを守りながら

も、変えていいものは現代の要求に合うように更新してきました。 

ここで最近の事例をご紹介しましょう。町並み保存地区のすぐ北側でのリノベーションの事例です。

通称「弁天横丁」と呼ばれる一角に建つ長屋の改修事例です。 

国・県指定⽂化財
市指定⽂化財 町家（伝建地区を除く）
市指定⽂化財 社寺その他
登録⽂化財（景観併⽤含む）
景観条例に基づく保存建造物

川越市川越伝統的建造物群保存
地区
平成11年重伝建選定
約７．８ha
川越⼗ヵ町地区都市景観形成地域
平成16年決定
約７８．0ha

博物館

市役所

伝統的建造物群保存地区

駅⽅⾯

市役所

博物館･美術館

川越城本丸御殿

氷川神社

喜多院

弁天横丁
喜多町弁天⻑屋

1988年頃

1989年頃

町並みの移り変わり ⼀番街
1993年

2007年

1978年
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ここは、蔵造りの町並みができるきっかけとなった 1893 年の大火の後にできた小路です。芸者が住

んでいた置屋街でした。その後、芸者の仕事を辞めた方々が、飲食店を開きます。しかし、その後、飲

食を開いていた方々もいなくなり、空家となっていました。今回ご紹介するのは、左下の写真の長屋が

舞台です。ちなみに、上の写真に着物姿のお嬢さんが写っていますが、彼女たちは芸者ではなく、日本

の伝統的な衣装である着物を、レンタルで借りて街歩きを楽しんでいる観光客です。日常生活で着るこ

とが無くなった伝統的な衣装を、川越を訪れることによって楽しんでいます。これも一種のコスプレで

しょうか。 

この長屋、最初は 1893 年の大火からほどなく建てられた、織物関係の市場だった可能性が指摘され

ている建築です。市場の閉鎖後は、住居、そして芸者の置屋、飲食店を経て永らく空家になっていまし

喜多町弁天長屋

弁天横丁の西側入口 市役所 まちづくり市民団体による
空家の再生（弁天横丁の事例）

伝統的建造物群保存地区

麻利弁天長屋

伝建地区
芸者の置屋街
「芸者横丁」

飲食店街

「弁天横丁」

空家の目立つ
うらぶれた小路

再生

弁天横丁
喜多町弁天⻑屋

弁天横丁の入口

⼯事着⼿前倒壊の危険性のあるブロック塀で
囲われていた。

様々な変遷をたどり最後は⼩
料理屋「悦」の後は空家

ブロック塀解体後の様⼦

路地に⾯する外壁や
屋根の修理後

2021年7⽉
オープン

まちづくり市民団体による
手づくりの再生
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た。そこを、まちづくり市民団体である「川越蔵の会」が建物所有者から借り受けて、セルフリノベー

ションで改修を行いました。元は左上の写真のように白いブロック塀で覆われていました。古い時代の

構築なので、地震がきたらいつ倒れてもおかしくないようなものでした。逆に、古すぎるがため壊しや

すかったのですが。 

まちづくり市民団体とその運動に関心を持った人々が集まり、改修工事を行いました。まずは、解

体。いらない内装を壊します。そして、新たな内装を施します。漆喰壁も塗りなおしました。素人な

ので、きれいに塗れないのは当たり前。その下手さが、味わいに変ります。壁紙も、みんなで張りま

した。なお和紙はユネスコの無形文化遺産に登録されたものを使っています。子供も一緒に作業して

みんなでいらな
い内装を解体し
ています

オープニング
の時は作業⾵
景のパネルを
展⽰ みんなの⼒で完成‼みんな笑顔

しっくいで
壁塗り

みんなでレンガを敷きま
した 内壁の和紙貼り 和紙はユネスコの無形⽂化遺産登録

これまでの内
装材を剥がし
ています

埼玉県東松山市出身→都内→川越

ともり食堂 田代友里さん

都内（護国寺）から移転

川越に対するブランドイメージ 憧れ
将来の子育てと仕事の両立ができそうな町

Remodule Painting 福島英人さん

古い物から新しい価値を見い出したい

歴史的な建物は、自分が目指すイ
メージを表現しやすい空間

喜多町弁天⻑屋の
⼊居者達

江戸和竿師

人力車 いつき屋

アートクラフトグッズ

着物の着付師

画家

鍛鉄作家

プロダクツデザインナー

革製品修理

弁天横丁に新し
いコミュニティが
生まれだした

入居者の画家による
音楽と創作活動のパフォーマンス
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います。オープニングでは作業風景をパネルにして展示しました。そして、川越で活躍されている陶

芸家の展示販売です。参加者みんな満足げな表情です。 

この長屋に入った方々は多彩です。入居条件としてアートクラフト系など新しい文化を発信してくれ

そうな方を選びました。東京から川越に来られた方、古い建物だからこそ創作意欲を駆り立てられる方。

先日は音楽とペインティングのパフォーマンスも開かれました。落語会を開いたこともあります。おじ

さんたちが愛した飲み屋がなくなった今、この長屋は新しい道を歩み始めました。世代を超えたコミュ

ニティも生まれ始めました。 

昨年この周辺に位置する喜多町自治会では新たにパンフレットを作成しました。このコミュニティに

暮らす人々に地域の歴史や文化、祭礼行事等を知って頂くためです。このようなパンフレットを作るこ

とによって自分の住んでいるコミュニティを知って、好きになってずっと住んで頂くための一手法です。 

そこに住まう人々が地域のまちづくりに主体的に関わることにより、地域資産を生かした持続可能

なまちづくりを進めることができます。そこでは、市民は市民として、専門家は専門家として、行政

は行政としての役割

を理解し、それぞれ

が責任をもって活動

することにより、よ

り良いまちづくりを

進めることができる

でしょう。これで私

の報告は終わらせて

いただきます。川越

の事例がすこしでも

カイロのオールドシ

ティの皆様のお役に

たてれば幸いです。 

喜多町では、自治会に住む方々に自分の

町を知ってもらうためにパンフレットを作成し、

全戸に配布しました。

喜多町

伝統的建造物群保存地区

おわり

そこに住まう⼈々が地域のまちづくりに主体的に関わることにより、
地域資産を⽣かした持続可能なまちづくりを進めることができます。

そこでは、市⺠は市⺠として、専⾨家は専⾨家として、⾏政は⾏政
としての役割を理解し、それぞれが責任をもって活動することによ
り、より良い、まちづくりを進めることができるでしょう。



 85 

  4. カフェ、ブティックホテルなど、歴史的建造物の現代的な利用法 磯野哲郎 

【いくつかの事例をとおした歴史的建築物の利活用についての考察】 

 

建築物は、人間の社会経済活動の場のために人工的に作られたもの、であるとも言え、その時代にお

ける一定の価値のもつことで存在し、維持され、活用されてきた。価値観が変わった違う時代において、

歴史的建築物（historical buildings but those not historic enough)は、素材や材料の入手が困難、

設備が求められる機能を満たせ稲井など、徐々に時代の価値から離れていき、使われなくなってしまう

ことがある。その場合、物理的な修復を施しても新たな価値が伴わなければ再び使われなくってしまう

恐れがある 

建築物の価値とはそれ

を所有する人、使う人に

よって異なり必ずしも普

遍的な価値があるわけで

はない。しかし住宅、商

店、アトリエ、礼拝所など

建物の目的によっておお

よその傾向はあると考え

られる。時代を超えて多

くの人に共通の価値を保

ち続ける建築物は維持さ

れ続ける。モスクのよう

な礼拝所は時代が変わっ

てもその価値は変わらない。一方例えば住宅のように、大家族制から核家族へのライフスタイルの変化、

車に依存する車社会、通信インフラとデバイスが必要な情報化社会の影響を受けざる得ないものもある。

今日はまとまりのあるものではないがエジプトの人たちにとって近すぎず遠すぎないいくつかの事例

を見てもらいスークシラーハの活性化の参考になれば幸いである。 

 下右図はイラン西部の町ザンジャーンのバザールの中にあるハマムを改装したチャイハネである。ラ

イフスタイルの変化からイランでも公衆ハマムの利用は減っている。この事例は元々のハマムに家具を

入れ、殆んど手を加えていないので高額な費用も関わらずある意味手軽な再利用方法であろう。ラマダ

ン中の訪問のためバザールもシャッターがおりている店があるが本来ならもっと人が多いことを付け

加えておく（下左図）。 

 

What is value of buildings?

建築物の価値とは？

In this presentation, make a case study mainly on private and commercial use.

建築物の価値は時代とともに変化する、住宅、商店、アトリエ、礼拝所・・・

時代を通してあまり変わらないもの、礼拝所など

刻々と変わるもの、住宅（ライフスタイル、クルマ社会、情報化・・・）

民間や商業利用のものを中心に、いくつかの事例をとおして考察する

The value of buildings changes with the times: housing, shops, studios, places of worship ...

Buildings that do not change over time: place of worship …

Buildings that change moment to moment: housing (lifestyle, car, information …) 

3

4
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チャイハネには、ハマムの待合室の雰囲気がそのまま残っている。番台もそのまま？（下左手前部分）

と思われる。我々は、ラマダン中に訪れたためチャイハネは休業中であった。中央の男性がザンジャー

ン州遺跡観光局のアドバイザー、奥のふたりはテヘランの遺跡手工芸観光庁（ICHHTO）の職員、左の日

本人女性はイスタンブール在住の HIS職員（下左）。 

ハマムらしく、クシュティ（本来はミール）と呼ばれる、伝統武道のトレーニングに使われる木製の

道具が置いてあった（下右）。 

次に紹介するのは、同じくザンジャーン州のエコロッジで、ペルシャ語ではブームギャルディと呼ば

れる。イラン政府（ICHHTO）は、伝統的なエコロッジ（ブームギャルディ）の普及を推奨しているが、

ザンジャーン州はブームギャルディの発祥地である。大きな市場のテヘランから 300kmの距離の旅行目

的地であることから、宿泊需要が見込めることが理由である。 

ブームギャルディには、政府が認証したロゴと標識が掲げられている（下左）。 

 
住戸の入口の扉も趣がある（下左）。これが訪ねたブームギャルディの入口（下右）。 
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入口をくぐったところ（下左）。入り口から入った中庭・囲炉裏、小部屋が塀沿いにあり、伝統的な

料理や工芸の体験ができる（下右）。 

 

壁にはアラベスクのアートも描かれる（下左）。ワゴンには、村の人たちが作ったアクセサリー、ナ

ッツ類を並べて販売している（下右）。いわゆる委託販売で、売上は提供した村の人に還元される 

 
このブームギャルディのオーナー夫妻。テヘランから移住してきた若いふたり（下左）。客の大半は

テヘランからの若者の団体とのことである。 

 
上右は、別のブームギャルディ（エコロッジ）で、よりテヘランに近いガズヴィーン州のアサシン

教団で有名なアラムート山にある。ガズヴィーンの町はテヘランから 150km であるが、アラムート山

までだと宿泊を伴う観光目的地である。 
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オーナー夫妻（上左写真中央の 2 人）は、元々

この地の出身で、定年を機にテヘランから戻って

きた年配の夫婦は。先祖代々からのペルシャ絨毯、

伝統的な農具などを展示している。 
緑豊かな庭にある食堂（上右写真）。 
シンプルだがモダンに改装された寝室（右）。 

 次は、イラクと国境を接するイラン南西部で、ク

ルド人が多く住むコルデスターン州、ホラマン渓

谷ホランマンタクト村。茶色の看板は、常に、遺跡

手工芸観光庁の認証した観光村の標識。1984年に

この道路ができるまでは、クルマのない隔離され

た地域であった。今ではペルシャ語が通じるが、住

宅様式、衣装、言語、風習が守られてきた。山の向

こうはイラクで、命がけの国境密貿易が盛ん。観光

客が来るようになって村の人たちの現金収入の機

会が増えてきた。コロナ禍前には、年間 60万人の

観光客が訪れ、ドイツやオーストリアなどからの

外国人も訪れていた。 

山肌に連なる伝統的な階段状の石造りの家 （々上左）。日当たりの良い屋上のテラスでは、村の女性た

ちが、クルド人の伝統的なカラッシュと呼ばれる履物作りをしている。近寄って作業を見ることはでき

るが、女性たちの写真撮影を嫌うので、遠景でしか撮影できなかった（上右）。 



 89 

カラッシュのソールは、男性職人の仕事である。カラッシュは、岩山の上り下りに適したクルド人男

性用の履物である。世界工芸評議会（WCC）の認定を受けている（下左）。 

最後に、一転して、モロッコのマラケシュ、ジャマエル

フナ広場に近い邸宅を 6 部屋のこじんまりとしたブティ

ックホテルに改修したダールソハンを紹介する（下左）。

よりエジプト人には身近であろう。 

ダールソハンの屋上はジャグジーとサンデッキに利用

されている（下右上） 
1 階にあるマグレブ式のサロンにはモザイクタイルが

ふんだんに取り入れられている（下右下）。 
高い人気のブティックホテルであるが、

改装には高額な費用がかかる。また、ヨー

ロッパをはじめとした外国人が顧客である

ことから、宿泊客に満足してもらうために

は、様々な外部の人や会社との連携が必要

である。調度品、アメニティなどのサプラ

イヤー、料理、ハウスキーピング、マーケテ

ィングなど、様々な分野にわたる。 
歴史的建築物を使った住民による事業を

考えた時、2 つのネットワークが必要だと言

える。ひとつは事業についてのバリューチェ

ーンを構築すること、もうひとつは公的組織との連携体制を作っておくことである。どちらかだけでは

事業として成り立たないし、歴史的建築物の保全と活用から離れていってしまう恐れがある。バリュー

チェーンは、コミュニティの内外にあり、サプライヤーやサービスプロバイダーはコミュニティの中で

築いていくことでコミュニティの活性化や雇用の創出に結びつけることができる。公的組織には、観光

遺跡省、観光庁、市役所、大学・研究機関・NGO などがある。以上、まとまりのない紹介であるが、ス

ーク・シラーハの活性化の参考になれば幸いである。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Suppliers
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Municipality
CBO
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Academy / 
NGO
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Fintech
/Insurance

Transport 
Companies
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５．住民参加のまちづくりの仕組と事例/建築の参加のデザイン事例（連健夫） 

 

建築家の連健夫と申します。日本建築まちづくり適正

支援機構の代表理事をしています。私からは、「日本の

住民参加のまちづくりの仕組と事例、建築での参加のデ

ザイン事例」を説明させて頂きます。 

日本の建築まちづくりの法体系ですが、全国ルール

の上に地域ルールが乗っかっているという仕組です。全

国ルールは全国統一の法律で、都市計画法、建築基準

法、景観法などがあります。これに地方自治体が決める

条例が加わります。この条例によって、地域の個性を活

かすことができるわけです。 

1992年の都市計画法で住民参加が位置づけられまし

た。そのことにより各自治体でまちづくり条例が作成され

ました。自治体によっては作成していないところもありま

す。住民参加を大切にしている自治体では街づくり条例

があると考えて良いと思います。 

これは、東京都港区の街づくり条例の事例です。この

中で住民参加のプロセスが示されています。最初に自

主的なまちづくり活動があり、それを街づくり組織として

登録する、そこで話し合ってまちづくりビジョンを作り、そ

れを下地にして地区計画という規則を作ることができま

す。つまり、住民が街づくり条例によって、法的に有効な

規則を作ることができるということです。これらは住民だけでは難しいので、登録専門家がサポートをする仕組

みがあります。 

日本の建築・まちづくりの法体系
The Legal System of Architecture and Urban Development in Japan

地域ルール

全国ルール
National Rule

Local Rule

・都市計画法 City Planning Act
・建築基準法 Building Standards Act
・景観法 Landscape Act
など

・条例 Ordinance
地⽅⾃治体が決める→地域の個性
Decided by local government→Local Individuality

1992年、都市計画法で住民参加が位置づけられた
→各自治体でまちづくり条例ができた。
（どこの⾃治体でもあるわけではない）

Citizen participation was established in 1992 City Planning Act
→Town Planning ordinances have been established 

in each municipality
(Not every municipality has one.)

日本の住民参加のまちづくりの仕組・事例
建築の参加のデザイン事例

Mechanisms and examples of community participation in Japan
, and their design of architecture

連健夫、建築家、JCAABE日本建築まちづくり適正支援機構代表理事

Takeo MURAJI, Architect, 
Chairman of Japan Commission for Appropriate Architecture and the Built Environment

Process of Citizen participation in 
Town Planning ordinances
(Minato Ward in Tokyo)

→住民がこのプロセスにおいて
地区計画を作ることができる。

Citizens can make local act in the process

→登録専門家が住民を支援する
Registered specialist supports
the citizen’s activities in the process

街づくり条例における
住民参加のプロセス（港区）

Voluntary Community Activities

Registration of Community

Registration of Community Vision

Local Act by Community
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私は、港区の登録まちづくりコンサルタントとして、住民をサポートしています。住民参加のまちづ

くりの事例をお話しします。住民参加のまちづくりの良さは、「住民が街の良い点と問題点を考える」

「良い点を活かし、問題点を改善する提案ができる」「それを専門家と共に実行する」「自分の街を大切

にする気持ちが生まれます」 これは赤坂通りまちづくりの会の街歩き、良い点と問題点を考えるワー

クショップの事例です。 

 

街の良い点と問題点を皆で歩きながら見つけます。緑は潤いを与えてイイですね。神社は歴史と伝統

があり、良い点ですね。ゴミや落書きは問題点ですね。 

住民参加のまちづくりの事例

【住民参加のまちづくりの良さ】

• 住民が街の良い点と問題点を考える

• 良い点を活かし、問題点を改善する提案ができる

・それを専門家と共に実行する。

・自分の街を大切に使う気持ちが生まれる。

赤坂通りまちづくりの会：待ち歩き、
良い点と問題点を考えるワークショップ

Example: Town planning with citizen participation

Good points of the participation

The residents think of good points and problems in the town.

They can make good idea for the solution.

They can run them with specialists.

As the results, they have a feeling of looking after the town.

Akasaka street community: working workshop
To think of good points and problems 

良い点
Good Points

問題点
Problems

緑 Green
神社 Shrine

ゴミ Gabage
落書き Graffiti
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会場に戻って、グループに分かれて話し合います。各グループにはファシリテーターが司会進行を行

います。良い点を活かす、問題点を解決する提案をまとめ、発表し、皆さんと共有します。 

 

それらを元に、通りのリノベーションのデザイン案を考えました。歩道を広げて、緑を設け、所々に

ベンチを設けます。 

 

 

 

 

話し合って
Discussion

提案をまとめて、
Summarize Suggestions

発表、共有する
Presentation & Share

道路の更新案作成
Create renovation plan 
for the street
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提案の実践です。落書きを消すワークショップを行いました。また美観活動としてお花植えを行いま

した。 

 

建築計画に対して、我がまちルールを元に意見交換を行っています。これはデザインレビューと言

えますね。意見交換後に建築側から要望を取り入れたデザインが出てきて、皆から拍手がおこりまし

た。 

 

 

 

提案の実践 Practice of the suggestions

落書き消しワークショップ
Graffiti, erasing workshop

美観活動 お花植え
Aesthetic Activities :  flower planting 

建築計画に対して我がまちルールを元に
意⾒交換を⾏う(デザインレビュー）

意⾒交換の後、要望を⼊れたデザインが説明され皆拍
⼿！

Exchange opinions on building plans based on our 
community rules. （Design Review）

After the discussion, the design incorporated our requests 
was explained to us, everyone clap!

Ten roles about our town, Akasaka
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建築設計における利用者参加の事例です。これは、隠岐の島海士町の農林水産物加工施設です。隠岐

の島は島根県の北にあります。既存の建物が手狭で、増築をしたプロジェクトです。ハーブティーやク

ッションなど手作り特産物が作られています。 

 

メンバーである利用者が新しい建物について話し合い、夢を表現したコラージュを作りました。そこ

から、コンセプトは、手作りと交流を楽しみ、夢と希望が感じられる場、人を迎える建物としました。 

 

  

コンセプト：Concept  
手作りと交流を楽しみ、希望が感じられる場
Place for enjoy handmade and communication
to feel dream and hope
→人を迎え入れる建物

Architecture that welcomes people

メンバー
（利用者）
で新しい建物
について話し
合う
Discuss about 
new building
By the user

夢をコラー

ジュで表現
Express 
dreams
By collage

建築設計における利用者参加の事例
（隠岐の島、海⼠町、農林⽔産物加⼯施設）
A case study of user participation in Architectural design. 
Ama-cho,Oki Island. 
Agricultural and Marine Products Processing Facility
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３つのコンセプト模型をつくり、投票で選び ました。投票が参加の機会となりますね（下左）。 

皆で床タイルのデザインを考え、陶芸家に作っていただきました（下右）。 

 

施工にも利用者が参加しました。壁に断熱材として古新聞を詰め、塗装やウッドデッキ作りを行いま

した（下左）。完成です（下右）。手作り特産品のショーケースができ、使いやすい建物になりました。 

以前は建築設計やまちづくりは専門家だけで行

っていました。そこに、住民や利用者が参加するこ

とによって、住みやすい街、使いやすい建築ができ

るわけです。この参加のデザインにワークショップ

は有効です。 
建築や街の保存継承は、それらを使う住民の参加

によって持続可能になります。建築家や専門家と住

民との創造力のブレンドによって、価値があり、深

みある街を作ると思います。 

  

 

３つのコンセプトモデルを作り、
投票で選ぶ→投票による参加
Create three concept models and vote on them.
→Participation by vote. 

皆で床のタイルのデザインを考え、
陶芸家に作ってもらう
Design for floor tiles, all together
A ceramic artist make them

施工での参加
Participation 
in construction 完成！

Completion

使いやすいスペース
User friendly space

手作り品のショーケース
Show-case for hand made products

まちづくり←住民が参加、
Town Planning ← Citizen Participation
建築設計←利用者が参加
Architectural Design ←User Participation

以前は、建築設計やまちづくりは専門家だけで行っていました。
In the past, architectural design and town planning
were done only by architects,as specialists.

住みやすい街、使いやすい建築になります。
Create livable town and user-friendly architecture 
参加のデザインにワークショップは有効です。
Workshops are effective for participatory design! 

建築や街の保存継承は、住民参加により持続可能になります。
Preservation and succession of architecture and towns 
will be sustainable with the citizen participation.
建築家・専門家と住民の創造力のブレンドが深みのある街を作ります。
A blend of creativity between architects/specialists and residents
creates a profound and valuable town.
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６． 学生ワークから見るヒストリックカイロの可能性（2018 年作品）と NOUHへのアドバイス（布野修司） 

 

私は、2016 年から 2017 年に

かけて、エジプトの新しい学校

建設をお手伝いするために３

度カイロを訪れましたが、その

際、歴史的カイロをずいぶん歩

き回りました。そして、2017 年

の夏に、アラー先生が主催す

る、日本とエジプトの学生たち

とスーク・シラーフの未来につ

いて議論するワークショップ

に参加する機会を得ました。そ

のワークショップの概要とその

時に考えたことをお話ししたい

と思います。 

ワークショップは 8月 17日～

21 日、5 日間にわたって行われ

たのですが、ファシリテーター

として日本大学から広田先生、

山岸先生も参加しました。参加

者は、それぞれ数人の６つのグ

ループに編成され、それぞれス

ーク・シラーフを歩き回って、具

体的に提案する場所を選定しま

した。 

ワークショップの開始に当た

っては、アラー先生から、バイ

ト・ヤカンの改修、再生について、

また、歴史的カイロの現状につ

いてのレクチャーが行われま

した。また、ハンマーム・バシ

ュタークなどスーク・シラーフ

にある歴史的建築物について

は深見先生からレクチャーが

行われました。 

そして、歴史的遺産について、

その現状を見学するエクスカ

ーションが行われました。 

The Potential of Historic Cairo
Some Suggestions based on EJ Student Proposals at International Workshop,2017

Dr. Shuji Funo
Guest Professor, Nihon University

Land Use                   Historical Buildings          

I visited Cairo three times between 2016 and 2017 to help build a new school in Egypt, and during those 
visits I walked around historic Cairo a lot. Then, in the summer of 2017, I had the opportunity to 
participate in a workshop organized by Dr. Alaa to discuss the future of Souq al-Silah with students from 
Japan and Egypt. I would like to give you an overview of that workshop and what I thought about it.

EJ Student Proposals 
International Workshop, 2017

Facilitators: Dr. Alaa el-Habashi, Dr. Naoko Fukami
Dr. Naoyuki Hirota, Dr. Teruki Yamagishi
Dr. Shuji Funo

Egyptian and Japanese students worked together from 17 to 21
August, 2017 to propose the future of Souq al-Silah.
Six groups of Japanese and Egyptian students were organized,

each walked around Souq al-Silah Area and selected a target area.
They made creative proposals, based on field survey and discussion.
Residents responded to each proposal by suggesting, and these

points were evaluated by them．

group-6

group-3

group-2

group-5

group-1

group-4
The workshop took place over five days, from 17 to 21 August, with 
Professors Hirota and Yamagishi from Nihon University as facilitators. The 
participants were organised into six groups of several people each, who 
walked around the Souq al-Silah and selected specific places to propose.

EJ Student Proposals 
International Workshop, 2017

group-6

group-4
At the workshop, Dr. Alaa gave a lecture on the current situation of the 
district, and information was shared on the situation where historical 
heritage is left unattended.

Hammam Bashtak

Hammam Bashtak

Dr. Fukami also gave a lecture on the historical buildings in Souq al-Silah such as the Hammam Beshtak.
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各グループは、それぞれ地区を歩いて、ターゲット地区を選びましたが、最も広範囲に El Darb El 

Ahmar全体の歴史的建造物など分布をもとに歩き回ったのは Group6 でした。 

Group６は、そして、スーク・シラーフから６つの場所について、さらに詳細に検討を加えました。 

 そして、その 6 カ所について、それぞれ場所の強み、弱点、推奨、問題点、提案をまとめています。 

Hammam Bashtak

Current Situation

An excursion was then organised to see 
the historical heritage in its current state.

EJ Student Proposals 
International Workshop, 2017

group-6

group-4

Each group walked around the district, discovering various problems and 
discussing suggestions for making the district more attractive. Group 6 was 
the one who walked the most extensively around El Darb El Ahmar
and suggested some places.

Highlighting the features in the urban fabric of El Darb El Ahmar
group-6

Event House, 19/08/2017, Author creation

Group6 then went on to examine the six locations from Souq al-Silah in more detail.

Highlighting the features in the urban fabric of El Darb El Ahmar
group-6

強み 弱み 機会 脅威 目的

床用寄木細工の工房

寄木細工製品代
理店

輸送による騒音 寄木細工の展示 工房で使用する機械
による文化遺産への影
響

歴史ある伝統工芸の
活用

Sednawy

特徴的なリッチ
にあり、延床面
積が広い

廃墟 延床面積が広い為、
新しい空間として活用

管理がされていない
為、建物の状態が悪い

不足している都市サ
ービスの配置

駐車場 空間がある 有効活用されていな
い

都市空間を生み出す 渋滞と環境問題 コミュニティの形成

交差点の所の建物の
フ ァサード

ランドマーク的
な立地にあり

ファサードのデザイ
ンに統一性が無い

マドラサ=アミールに

人々を引き付けるた
め のデザインに変え
る

この建物の重要性が
理解されていない

観光客を引きつける

チャンス

マドラサ=アミール・
クトルブガ・アルザ
ハビィ

文化遺産 使用されていない、
また北上するとき気
に遮 られ見えていな
い

本来の機能に乗っ取
り、宗教の教えの場
と しての活動拠点

未使用による建物の
劣化の恐れ

宗教コミュニティの
形成

閉じられたバイト=ア
ルラザーズの入口門

バイト=アルラザ
ーズの正門

門の崩壊による閉鎖 観光資源として活用 存在の沈黙 本来の状態に戻す
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Group１は、バイトヤカン近くの交差点、五差路に注目しました。具体的には、ここに小さな公園を設

けたらどうか、という提案です。また、通りにパーゴラのような日陰をつくる覆いを設けて、歩行者の

便宜を図ろうという提案です。 

 

Group1 が提起したのは、要するに、地区内の交通（トゥクトゥク）の問題です。 公園を作るために

は、歩行者の分離を実現する必要があります。 また、時間による交通制限が必要です。 これは、交通

計画が必要になります。日本の「歩行者天国」のように、時間を限って、例えば、土曜日曜は歩行者優

先にすることも考えられます。 

G1 Intersection in the vicinity of Bayet Yakn

Group-1 propose a park-like intersection for women and children and A pergola that creates a shade to walk around historic 
buildings. They focused on the intersection near Bayt Yakan, a five-way intersection. The proposal is to create a small park 
here. The group also proposed to create a pergola-like shade cover on the street for the convenience of pedestrians.

group-1

What they are raising is traffic(Tuk Tuk) issues within the district. In order to create a 
park, it is necessary to realize pedestrian separation. In addition, it is necessary to 
restrict traffic by time. This can be achieved by transportation planning. Like the 
Japanese "pedestrian paradise", it could be limited in time, e.g. on Saturdays and 
Sundays, when pedestrians have priority.

G1
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Group2 は、Sabil Kuttab 

に注目しました。 

スーク・シラーフには、４

つの Sabil Kuttab があり

ますが、それぞれ、転用する

提案が行われます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

例えば、左図は Ice 

Cream Caféにする提案

です。 

下左では、小さな博

物館、地区情報センタ

ーに転用したらどうか、

という提案です。 

下右図は図書館、セ

ニナー、集会スペース

に転用にする提案です。 

 

 

Group 2 is focusing on four Sabil Kuttabs (traditional water stations with Qur'an schools) facing Souq al-Silah

Revitalization of Sabil Kuttab
group-2G2

Revitalization of Sabil Kuttab
group-2

Small Museum & Tourist Informatin Center

G2

The proposal is to reuse it into a small museum and district information centre.

group-2

Ice Cream Cafe

G2

For example, they propose to use it as an Ice Cream Café.

group-2

Small Library and Meeting Room
The proposal is to convert it into a library, a seminer and a meeting place.

Revitalization of Sabil
group-2G2

There are four Sabil Kuttab in Souq al-Silah, each of which will be proposed for conversion.
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Group3 

ハ ンマー

ムを現代

化 し よ う

と い う 提

案です。日

本では、ス

ーパー・セ

ント Super 

Spa といっ

て、入浴施

設 に様々

な 機能を

付け 加 え

て人気を集

めています。

アラー先生

が日本に来

られた時に

は、日本の

銭湯も衰退

してきたけ

れど、新し

い ス ー パ

ー・セント

ーが出現し

て い る こ

と を 紹 介

しました。 

 ジムや

様々な ス

ペー ス を

付加 で き

る の で は

ないか、と

提 案 し て

います。 
 

Super Hammam
group-3

Group-3

the area near the Hammam (public baths)

G3

Group3 This is a proposal to modernise the hammam. In Japan, the Super Sento, or Super Spa, is 
a popular way to add various functions to bathing facilities. When Dr. Alaa came to Japan, we 
introduced that Japanese public baths have been declining, but new Super Sentos are emerging.

group-3G3

Sauna

Spa

Restaurant

Hammam 

Houses
Sabil

Group3 proposes to have restaurants area and annex of spa.

Super Hammam
group-3G3

They also suggest that a gym and various other spaces could be added.
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  Group４は、スーク・シラーフの南エントランスの東に位置する街区を対象地区に選定しています。 

  

かなりの高層建築が密集する地区で、日照の問題、ごみの問題など様々な問題が指摘されます。夜間

の街灯の設置など、細かい提案がなされます。 
 

 

A Gate to Souq al-Silah - High Densed Neigbourhood BlockG4

Group 4 has selected the city block to the east of the southern entrance to 
Souq al-Silah as its target district.

A Gate to Souq al-Silah - High Densed Neigbourhood Block
group-4G4

The area is densely populated with quite tall buildings and various problems 
are pointed out, such as problems of sunlight and refuse. Detailed proposals 
will be made for the installation of street lighting at night.
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Group5
は、20世紀
前 半 に 建

設 さ れ た

集 合 住 宅

街 区 を 対

象 地 区 に

選 定 し ま

した。歴史

的 カ イ ロ

において、

新 た に 建

設 さ れ て

きた現代

建築の将

来をどう

考えるか

も大きな

テーマで

す。 
Group5

は、パッシ

ブ技術を

基本とす

る、可能な

限り再生

エネルギ

ーを用いる

エコーハウ

スを提案し

ます。 
 Group5
は、また、地

区の工芸産

業に着目し、

家具のギャ

ラリーなど

を提案しま

す。 
 

group-5G5

Eco-CycledHouse
For Group 5, they have 
selected as our target districts 
the residential blocks built in 
the first half of the 20th 
century. Another major theme 
is how to think about the 
future of the newly 
constructed modern 
architecture in historic Cairo.

The area that was demarcated at the beginning of the 20th century
group-5G5

Eco-Cycled House

Group 5 proposes an eco house based on passive technology, using renewable energy wherever possible.

G5

Eco-CycledHouse

Group5 will also focus on the district's craft industry, proposing a furniture gallery and more.

group-5
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Group6 は、最終的には一カ所を選んでモニュメントを設置する提案を行いました。 
ワークショップは参加した学生たちにとっても大変刺激的な経験だったようです。一人の学生は上の

ような感想「このワークショップで感じたのは、カイロの歴史の深さです。 カイロの歴史を建築で守る

ことは非常に難しいと感じましたが、立派でした。 この地域に住むすべての人がこの問題について考

えてくれることを願っています。 そのためには、ワークショップを継続してワクワクすることが非常

に重要だと思います。 子供た

ちが将来のカイロについて考

えてくれることを願っていま

す。」を述べています。 
  最も重要なことは、地区住

民、行政当局、ユネスコなどの

さまざまな利害関係者が日常

的に地区の将来について話し

合うことができる、持続可能な

場所やコミュニティ開発セン

ターなどの組織をどのように

作成するかです。いくつかの基

本指針をあげると以下のよう

になります。 
（１）コミュニティ主体の計画 
（２）参加による合意形成 
（３）小規模プロジェクト 
（４）段階的アプローチ 
（５）地区の多様性の維持 
（６）都市景観の再生 
（７）コミュニティ・アーキテ

クトの採用 

The area where Souq Silah Road branches off.
group-6G6

Conservation of Urban Landscape (Historical Cultural 
Heritages) and Revitalization of Community

0 The most important thing is how to create a sustainable place or an organization such as a 
community development center where various stakeholders such as district residents, 
administrative authorities, and UNESCO can discuss the future of the district on a daily basis.

1  Community-based plan
It is not possible to rely on public assistance for all reconstruction, and it is not realistic due to financial problems. However, 
there are limits and impossible for the victims to work on their own reconstruction. Also, leaving all such reconstruction to self-
help is a waiver of public responsibility. However, if the national and local governments cannot respond in detail to the 
circumstances and demands of each individual and each district, the community should be considered as the main body of the 
reconstruction plan, and mutual assistance by the community is the basis. 

2 Consensus building by participation
Participation of local residents is indispensable in formulating and implementing reconstruction plans. Various interest 

adjustments are required in planning, and their effectiveness cannot be guaranteed unless consensus is reached among the 
local residents. The community has the role of forming consensus with the participation of local residents.
3 Small scale projectLarge-scale projects do not fit in for consensus building. In order to recover and improve the living 
environment within a familiar range, it is better to accumulate small-scale projects.

3 Small scale project
Large-scale projects do not fit in for consensus building. In order to recover and improve the living environment within a 
familiar range, it is better to accumulate small-scale projects.

4 Step-by-step approach
That is, a step-by-step approach is needed. It is desirable to guide each movement step by step under certain rules.

5 Maintaining the diversity of the district
The district has a history of the district, and the composition of the inhabitants is unique. Reconstruction plans should be 

implemented in a way that respects the uniqueness of the district and allows for diversity. In other words, the uniform 
method does not always fit into the entire city.

6 Regeneration of cityscape: 
The history of the city and the importance of its memoryHistorical and cultural heritage should be restored and 

regenerated as much as possible in order to maintain the uniqueness of the district. Cities are formed over historical time, 
and the atmosphere and landscape of the town is a valuable common property for the lives of the inhabitants. I want to aim 
for regeneration that values people's memories.

7 Utilization of community architect
For the reconstruction district plan, it is necessary to listen to the requests of the community residents and make various 

advices. There have already been examples of instructors and students from local universities opening offices in the field 
and conducting volunteer activities for housing counseling, but it is desirable to have a mechanism for allocating such 
human resources to each district and how to provide assistance.
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③. 質疑応答・意見交換 

1. 中東都市における歴史地区とそこから学ぶこと／時間と空間の集積（深見） 

Q.1 住民参加の維持・修復の活動は、上手く進んでいると思いますが、今後における維持・修復について具体

的な案や計画はありますか。 

 

A. この事業を今後も続けていきたいと思いますが、やはり資金源の問題もあって、どの程度継続できる

かは分かりません。ただ、4 月からのプロジェクトに応募しました。 

 

2. 都市における活動のための公共空間；街路と伝統的な喫茶店（宍戸） 

Q.1 解決策の具体的な案をお聞きしたい。例えばトルコの事例写真があったかと思いますが、どのようにして

あのようになったのかに興味があります。 

 

A. トルコの事例ですが、20 年前は整備が行き届いてない地区でした。その地区の良さを皆さんが感じ、

南東部から人が移り住み、食文化や独特な喫茶文化ができてきました。それに行政が目をつけて、

そこを整理していきましょうという話になってきました。道路に車がたくさん停まり安全に歩けない問題

があったので、そこをまず解決するということで道路の一部を広場にしました。そういった場所に、アフ

ワが外部に置けられ、観光客とか買い物客が来るようになってきたのです。 

 

3. 川越の歴史的建造物の保存に向けた取り組みについて ／街並とその現代的活用（荒牧） 

Q.1 時間を経ても街の良さが無くならない。それはどうやって実現できたのか。ルールの成果なのか、住民の

意識の高さなのか、政府からの補助金なのか。建物を維持・保存を可能にする要因・モチベーションは何

なのか。 

 

A. どうしたら持続可能な街になるのかというご質問と思いますが、確かに補助金は大きなモチベーショ

ンです。古い建物を直しながら使うのには大変なお金がかかります。地震のことも考える必要があり

ます。必要な部分に補助を出すことによって、負担を減らしてあげるのはモチベーションになります。

ルールづくりについては、長い年月に暮らしてきたスタイルを現代的にしています。過去から未来へ

継承すべきものを継承し、変えた方がいいものがあるものは変えるという考え方です。水道・電気・ガ

ス・暖房などの設備は新しくするが、中庭などの考え方や外観は継承していくといったことです。専門

家のアドバイスを受けながら、住民が話し合ってルールを作っていくというのが大切と思います。 

 

Q.2 川越の町に東京からの移住者がいるとのことですが、その理由はなんでしょうか？ 

 

A. 東京がどんどん変化して、ふるさと感がなくなっているが、古い建物がある川越には、ふるさと感を感

じることができるからだと思います。古い建物は住むのは難しいですが、落ち着いた歴史が感じられ

る街に住みたい人はたくさんいます。また中には、ここだと落ち着いて子育てが出来そうだっていう方

もいらっしゃいました。お祭りも魅力の１つと思います。川越祭りですが、二日間で 100 万人の観光客

が来る大きな祭りです。そのお祭りに参加したい、お祭りと共に生きていきたい、そういう人もいます。

やはり歴史的なものがあることによって都市の魅力が格段に上がると思います。単に、東京からの時
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間的距離だけでなくて、地域に自分がどう関わりたいか、という点では、現代都市よりはこの歴史が

ある街のほうが地域との繋がりがしっかり持てる。それらが歴史的な街の魅力と思います。 

 

Q.3 東京からの移住者の年齢層はだいたいどれぐらいですか。 

 

A. 子育てを始めようとする人、ちょうど子供の学校が入るタイミングの方、家を買うとお金がかかるので

ローンを組める年齢、30歳前後の方が多いです。 

 

4. カフェ、ブティックホテルなど、歴史的建造物の現代的な利用法（磯野） 

Q.1 伝統的公衆浴場（ハンマーム）の改修について、住民の同意や金額的なものについて教えてください。 

 

A. ハンマームについて、彼らが改修したのは、お客さんがいなくなったことが、一番の動機だったと思い

ます。じゃあどうしようかと言うときに、それでは機能を変えようという風になったと聞きました。 です

から、お金がほとんどかかってないですし、掃除をして家具を入れただけですね。使用者がいなくなっ

た原因はバルレヴィー時代に伝統的公衆浴場が不潔なので禁止令が出たことによると思います。 

 

5. 住民参加のまちづくりの仕組と事例／建築の参加のデザイン事例（連） 

Q.1 最後のスライドの右側の写真はどちらの写真ですか？ 

 

A. これは 1 月に行ったカイロ旧市街での住民ワークショップの写真で、サラー先生、アラー先生、そして

深見先生が住民と話し合いました。スーク・シラーハの通りをどうようにしたらいいか、そこにある歴史

的建物の使い方について、皆で話し合ったわけですね。この方法は、まさしく利用者である住民が参

加している状況で、左側の写真の、東京の赤坂で行っている住民参加のまちづくりと同じことですね。

サラー氏とアラー氏は建築家という専門家です。その専門家と住民のアイデアをブレンドしていくこと

が、持続可能性に繋がると思います。そのプロセスを通して、住民が街や建築に対して理解を深め、

誇りを持つことになりますね。 

 

□サラー氏のコメント：住民参加に関してですが、事例をお話ししたいと思います。集合住宅でトイレや洗面の

改修を依頼された時に、昔のアラブ式なのか、ヨーロッパ式が良いかなど、利用する人でないと分からない情

報があります。住民と専門家が話し合うことによって、良いものができます。もう一つの例ですが、洗濯物を干

す時に、外から干したものが見えるのは嫌だとのことで、私たち専門家はバルコニーに簡易的なスクリーンを設

け、道を歩く人から見えないように工夫したことがあります。これも話し合うことによってアイデアが生まれるとい

う住民参加の良さだと思います。 

 

6. 学生から見るヒストリックカイロの可能性(2018 年作品) と NOUHへのアドバイス（布野） 

□コメント：日本人学生の貴重なアイデア、ありがとうございます。若い方の意見を取り入れることは大事だと思

います。ハンマームをスーパースパにして活用するアイデアは面白い。エジプトでも女性の美意識は高まって

いる。歩行者天国の案も良かった。自動車通行禁止を毎日することは無理だが、指定日であればできそうだ。

露店を出したりして観光客を呼び込むことができそう。布野先生がおっしゃっるように、みんなで議論し、みんな
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で取り組むことがエジプトにいい環境をつくるために必要です。まわりにも広めていきたいし、将来的に価値が

高まることになるので参加してくれる人も増えるはずだ。 

 

A. アラー先生とサラー先生を日本のグループはサポートしたいと思っている。ここでの実験を日本

の経験にも活かしたい。是非、これをカイロにおける NOUH と協力したエジプトのモデルケースに

する仕組みを作っていただきたいと思います。ルクソールとか、他の場所についても日本の経験

と交流するような機会にも広げていただければよいですね。 

 

④ コメント （岡田保良） 

 

 皆さんこんにちは。岡田と言います。深見さんや布野先生とは長くお付き合いいただいています。皆さんイコ

モスという組織をご存じでしょうか。ユネスコの世界遺産を審査する役割を担っている組織です。そのイコモス

の日本の委員会での代表を務めています。 

 

 今日、日本の専門家から６つの発表がありました。その中には、荒牧さんが紹介された川越、それから連さん

が紹介された東京のど真ん中の赤坂の話もございました。実は日本にはこういう歴史的な街並みを住民たち

の手で作っていこうというグループがたくさんあります。そして日本の国の法律で指定された保存のエリアも確

か 100 を超えていると思います。そのように、日本には半世紀くらいにわたって住民が街並みを作り上げていく

システムが、あちこちに根付いています。 

 

一方、カイロの歴史地区、ヒストリックカイロは、世界遺産になってから随分経つと思いますけれども、そこで

のまちづくりが一体どんな風に進められているのか、について私はよく承知していませんでした。けれども、１月

のワークショップでの話を伺っていると、カイロの皆さんはとても高い意識を持ってらっしゃることがわかりました。

その中で、先ほど布野さんがこれからの課題を話されましたけれども、これからは皆さんがいろんな意見を出し

合って街を作っていく、その枠組みやルール作りをやっていかないといけないんじゃないかと感じました。おそら

くそういう形でのルールづくりあるいは枠組みづくりに、日本の色んな経験がお役に立つのではないかと思いま

す。 

 

そして、その世界遺産という観点から申し上げれば、世界遺産だからどうこうするということではなくて、理想

的にはやはり住んでいる方たちが、自分たちの街の歴史を大事にし、それを再生し、活用しながら次の時代の

街を作っていく。それが世界遺産としての価値についても損なうことがない、という枠組みができれば理想的な

んじゃないでしょうか。 

 

今日のような意見の交換は、私はまだ始まったばかりでこれから何度も続けていただきたいと思っています

し、私自身もできればもっと知っていきたい。実は、私、スーク・シラーハを訪ねたことがありません。是非一度

は訪ねてですね、皆さんと意見を交換したいと思っています。更に申し上げればイコモスという、パリに本部が

ある NGO の組織ですけども、その NGO の中には歴史的な街、あるいは一般の住宅なんかを保存し活用しよ

うという国際的なグループもあります。そういったところにも目を向けていただき、議論に参加していただいて、

ヒストリックカイロの将来のまちづくりに活かしてもらえれば嬉しく思います。日本とカイロの皆さんとのこれから

の交流が、ますます盛んになることを願いまして、ご挨拶としたいと思います。ありがとうございました。  
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⑤アンケート結果 

●属性：アンケートを記入した頂いた方は 8名、その属性は 

 ・フリーランスの都市遺産管理コンサルタント・博士・建築家 

 ・日本イコモス・大学研究者・ICOMOS・IIWC 

●オンラインレクチャーの評価 

3 分の 2が「とても良かった」、残りがすべて「良かった」と応え

ており、「普通」「良くなかった」「あまり良くなかった」は０であ

り、満足度の高い内容であったと評価できる。 

●興味深いレクチャーの問いについて 

一番多かったのは「１中東都市の歴史地区：時間と空間の集積に

学ぶ」と「４いくつかの事例を通した歴史的建造物の利活用についての考察」。次に「学生作品から見

えるヒストリックカイロの可能性と NOUHへのアドバイス」であった。身近なテーマに対して興味が持

たれたのかと推察される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●意見・感想など（自由記述） 

・多くの可能性を秘めているが、実際の利益を得るためには、特にエジプトにおける法律や統治の枠組

みについて集中的な経験を積み、文脈を理解することが必要である。 

・すごくエキサイティング 

・歴史的建造物の再利用やコミュニティとの関わり方について、新しいアイデアを得ることができた。 

・歴史的建造物の利用や再利用の様々な選択肢を理解することができ、古い建物を再生するために他の

国からどのように学び、住民が自分たちの地域を改善するためのアイデアを得るのを助けることができ

るのか、とても役に立ちました。 

・プレゼンテーションが良く、サステナビリティと歴史都市における活動の多様性に関連する重要な側

面を露呈しています。 

・このウェビナーを開催するために、ホスト側の努力に感謝します。カイロの街並み保存の現状と日本

側の貢献の仕方を知ることができ、大変勉強になりました。 

・重要伝統的建造物群保存地区制度は 1975 年に始まってから半世紀が経ち、当初の活動主体となった

住民の主体が子世代へと世代交代する中で、一部で価値の継承が難しくなっています。次の 50 年、100

年と世代を超えて持続可能であり続けることは容易でないですが、多世代にファン（賛同者）を増やす

為の努力（またはきっかけ作り）は必要なのだと思いました。本日は、ありがとうございました。 

 ・「たいへん興味深かった。今後の進展と思うが、カイロの歴史地区の具体的な保存活用事例や仕組み

を知りたいと感じた。 
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評 価

N=8 

N=8 

0.00% 20.00% 40.00% 60.00% 80.00% 100.00%

1_中東都市の歴史地区：時間と空間の集積に学ぶ

2_都市の公共空間における活動：街路と伝統的なCafé…

3_川越の歴史的町並みの保存と現代的活用のための活動

4_いくつかの事例を通した歴史的建築物の利活用につ…

5_日本の住民参加のまちづくりの仕組・事例、建築の…

6_2018年度EJ学生作品から見えるヒストリックカイロ…

興味深かかったレクチャー


